
令和４年度より南城市内の学校はすべて「コミュニティースクール」となっており、その運営母体である「学校運

営協議会」が開かれました。今回は年度初めなので、校長が学校経営方針を説明し協議会の承認を得ることができま

した。学校運営協議会は「保護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、地域と共にある学校づくりを実現するため

の仕組み」であり、校長は協議会の意見を学校運営に反映させる義務があります。保護者や地域との連携を深め、子

供たちが地域と共に成長していけるように活性化を図っていきたいと思います。 

 本協議会の委員は、『南城市学校運営協議会規則』により、学校職員を含めて８名以内となっており、令和６年度は

以下のメンバーでスタートします。よろしくお願いします。  

  令和６度大里南小学校学校運営協議会委員（敬称略） 

〇渡久地辰樹（学童理事） 〇當銘由則（株式会社 ソイル 代表取締役） 〇大城辰秀（元小学校校長）  

〇杉山 義憲（大里南小学校 PTA 会長） 〇瑞慶覧 茜（大里南小学校保護者） 〇城間 盛善（大城区長） 

〇宮城 秋夫（地域有識者） 〇伊禮 哉子（大里南小学校  主幹教諭） 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長講話「沖縄本土復帰について」 

第１回学校運営協議会（５月１５日） 

                        

 

 

学校教育目標   〇かしこく   〇やさしく   〇たくましく 

 

令和６年５月２４日（金） 

南城市立大里南小学校 

文責 校長 竹下晴康 

 ５月１５日（水）に校長講話を行いました。概要のみ紹介します。 

 ※講話はプレゼンテーションソフトを活用しました。 

１ 沖縄県の歩みを振り返る。 

２ 復帰前の暮らしを写真で振り返る。（パスポート、ドル、車の右側通行、事件

事故等） 

３ 復帰後の暮らしを写真で振り返る。（海洋博、高校野球、世界遺産指定、ゆい

レール等） 

４ 復帰後の残された課題について。（基地問題、環境問題、貧困、教育問題等） 

５ これからの沖縄に変わらず大切にしたいものについて。 

①歴史、文化 ②自然 ③平和、命 ④沖縄のこころ 

６ まとめ 

沖縄が復帰して 5２年。次の沖縄を創っていくのは、みなさんです。ふるさ

と沖縄に誇りと自信を持ち、もっとすばらしい沖縄にしていきましょう。 

 


